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専科卜J。．1  
魚介類に含まれる水銀の調査結果（まとめ）  

1．データの範囲  

厚生労働省、水産庁、地方自治体及び諸外国等において実施された魚介類   

（鯨類を含む。以下同じ。）に含まれる水銀濃度に関する検査結果を取りま   

とめた。  

なお、取りまとめた結果については、平成15年6月の注意事項の公表に   

おいて既に公開し、その後、平成16年8月の注意事項の見直しに当たり平   
成15年度情報を追加したものをホームページで公開している。今回は、こ   

れらに加え、平成16年度に地方自治体で実施された情報を追加した。  

参照したデータは、次のとおり。  

（参照データ）   

①厚生労働科学研究（生活安全総合研究事業）：平成14年度、  

平成15年度   

②厚生労働科学研究（厚生労働科学特別研究）：平成15年度   

③地方自治体：平成13～16年度（東京都は平成12～16年度）   

④国立水俣病総合研究センター調査結果   

⑤水産庁における実態調査結果：平成16年8月公表   

⑥米国FDA（Food and Drug Administration）及びEPA（EnvironmentaL  

Protection Agency）：平成16年3月公表   

⑦英国FSA（Food Standard Agency）：平成14年5月公表   

⑧EU EFSA（European Food Safety Authority）：平成16年3月公表   

⑨鯨由来食品のPCB・水銀の汚染実態調査結果（厚生科学研究（厚生科  

学特別研究））：平成13年度  

2．調査結果  

（1）国内における調査結果  

国内で実施された調査（上記①～⑤及び⑨）の各データを集計（魚介類  

の種類 385、検体数 9，712）し、総水銀及びメチル水銀について、  

それぞれ検体数、最小値、最大値、平均値を算出した（別添1）。  

（2）諸外国における調査結果  

諸外国で実施されたデータ（⑥～⑧）の各データを集計（魚介類の種類1   

65、検体数 21，724）し、総水銀について、検体数、最小値、最大   

値、平均値を算出した（別添2）。  

なお、メチル水銀については、いずれのデータにおいても公表されてい   

ない。  

－1－   




























